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一般会計
補正予算
（第４号）

討
論

全
世
代
型
健
康
増
進
拠
点
構
築
計
画 

（
ア
ク
ア
ス
建
替
え
）

に
関
す
る
基
本
設
計
予
算
が
通
過

賛成7：反対2で予算案を

反対

可決
古賀靖子議員

益田富啓議員

中島和正議員

反対

賛成

　
９
月
定
例
会
で
提
出
さ
れ
た
一
般
会
計

補
正
予
算
第
４
号
（
８
ペ
ー
ジ
参
照
）
の

採
決
に
あ
た
っ
て
は
、
「
全
世
代
型
健
康

増
進
拠
点
構
築
計
画
に
関
す
る
基
本
設
計

業
務
委
託
料
１
８
７
４
万
円
」
が
議
論
の

ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　
討
論
の
末
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
が
、
直
ち
に
議
員
発
議
で
附
帯
決
議

が
提
出
さ
れ
、
こ
ち
ら
も
賛
成
多
数
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　

構
築
計
画
が
基
本
計
画
と
い
う
こ
と
で
あ
れ

ば
、
内
容
が
不
十
分
。
こ
の
工
程
で
の
協
議
を

十
分
に
行
わ
な
い
ま
ま
基
本
設
計
の
建
設
プ
ロ

セ
ス
に
入
る
と
、
住
民
ニ
ー
ズ
と
の
ず
れ
が
発

生
し
た
り
、
議
会
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
が
働
か
な

い
危
険
性
が
あ
る
。
町
民
の
健
康
に
つ
な
が
る

本
当
に
必
要
な
施
設
は
何
か
、
も
っ
と
町
民
を

巻
き
込
ん
で
議
論
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
こ
の
補
正
予
算
に
は
多
岐
に
わ
た
る
予
算

が
含
ま
れ
て
お
り
、
全
体
を
止
め
る
べ
き
で

は
な
い
。
温
泉
の
源
泉
は
町
民
の
財
産
、
温

浴
施
設
整
備
に
は
合
理
性
が
あ
る
。
予
算
通

過
後
、
し
っ
か
り
町
民
の
意
見
を
聞
き
、
前

向
き
な
意
見
に
つ
い
て
は
、
計
画
の
中
に
取

り
入
れ
て
い
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
在
り
方
検
討
委
員
会
で
の
議
論
と
、
現
在
示
さ

れ
て
い
る
方
向
性
が
違
う
の
で
は
な
い
か
。
い
つ

の
間
に
か
温
浴
施
設
を
４
分
の
１
の
規
模
で
つ
く

る
こ
と
だ
け
が
目
的
化
し
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

町
民
が
自
然
に
集
ま
り
、
健
康
と
交
流
を
楽
し
め

る
場
所
こ
そ
が
真
に
全
世
代
型
健
康
増
進
拠
点
と

呼
ぶ
に
ふ
わ
し
い
の
で
は
な
い
か
。
町
民
が
誇
れ

る
施
設
を
つ
く
る
た
め
、
も
っ
と
議
論
を
尽
く
す

べ
き
だ
。

R5.3月 町議会で、「健康福祉センターの在り方
検討を求める付帯決議」を採択

大木町健康福祉センターの在り方に関する
検討委員会を設置（R5.11答申書提出）

大木町全世代型健康増進拠点在り方検討
委員会を設置（R6.10報告書提出）

健康増進計画、拠点構築計画を策定

施設整備方針を公表

概　　　要

①全世代型健康増進計画（案）
②全世代型健康増進拠点構築計画（案）に
　対するパブリックコメントを実施

年 月

R5.6月

R6.7月

R6.12.9～
R7.1.8

R7.2月

R7.6月

これまでの経過

予算案に
対する
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　この事業は、高齢者から子育て世代まで幅広
く利用できる健康づくりや福祉の拠点整備を進
めるものです。町民の健康増進や地域コミュニ
ティの充実に重要であることは理解できます
が、町民への説明や意見反映が不十分であるた
め、以下の対応を求めます。

１．説明と町民参加の促進
　　各自治区や団体に積極的に出向き、分かり
　　易い説明を行い、理解と納得を得ること。

２．町民意見の反映
　　説明会での意見、要望を整理し、基本設計
　　にできる限り反映して、町民に愛される拠
　　点整備を目指すこと。

３．透明性の確保
　　説明会内容をホームページや広報紙で速や
　　かに公開し、町民との信頼関係を深めること。

討
論

~附帯決議の概要~

　執行部は、適正な手順を踏まえて進めている。
議会からの確認書にも、１２月から説明会を開
催し、町民の意見を踏まえて課題を明らかにす
ると答えている。わざわざ附帯決議を付ける必
要はない。　　　　　　  　　  （中島宗昭議員）

賛成7：反対2で附帯決議案を可決

反対

町民の理解や関心が高まるような決議をした上
で、しっかり履行してもらいたい。（中島和正議員） 賛成

現時点で、この問題に関わっている町民はごく
わずか。施設建設後の負担を担っていく若い世
代の人たちの意見をもっと聞くべきだ。
　　　　　　　　　　　　　　（益田富啓議員）

賛成

議会で行っているアンケートも参考に、説明会
にのぞんでほしい。（益田隆一議員） 賛成

附帯決議までしなくていい。
（山田貴大議員）反対

　
現
在
、全
世
代
型
健
康
増
進
拠
点
構

築
計
画
が
進
行
中
で
す
が
、町
民
の
皆

さ
ん
は
こ
の
取
り
組
み
を
ど
の
よ
う
に

受
け
止
め
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。議
会

で
は
８
月
17
日
か
ら
９
月
７
日
ま
で
、

大
木
町
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ（
登
録
者
約
２

０
０
０
人
）や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ

て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、20
代
か
ら
70
代
以
上
ま

で
の
町
民
70
名
か
ら
回
答
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。ア
ク
ア
ス
を
利
用
し
た
こ
と

が
あ
る
人
は
約
半
数
で
し
た
が
、関
心

が
あ
る
人
は
全
体
の
75
％
に
の
ぼ
り
ま

し
た
。ア
ク
ア
ス
建
て
替
え
計
画
に
つ
い

て
は
43
％
が
賛
成
、39
％
が「
ど
ち
ら
と

も
い
え
な
い
」、18
％
が
反
対
と
答
え
て

お
り
、判
断
材
料
が
不
足
し
て
い
る
様

子
も
う
か
が
え
ま
す
。

　
ま
た
プ
ー
ル
施
設
に
つ
い
て
は
、「
ア

ク
ア
ス
に
統
合
し
て
共
有
化
を
望
む
」

が
50
％
を
占
め
、町
内
に
公
営
プ
ー
ル

を
求
め
る
意
見
が
多
い
こ
と
も
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
回
答
理
由
や
個
別
意
見

に
つ
い
て
は
、上
記
の
二
次
元
コ
ー
ド
か

ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

ア
ク
ア
ス
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

今
後
の
議
論
に
期
待

どちらとも言えない
38.6%

賛成
27.1%

どちらかと言えば賛成
15.7%

どちらかと言えば反対
11.4%

反対
7.1%

アクアスに統合して共有化
50%

特に意見はない
21.4%

不要
17.1%

学校ごとに維持
11.4%

アクアス建て替え計画についてプール施設について

アンケート結果の
詳細はこちらから

附帯決議に
対する

３ おおき議会だより No.160　令和７年度 9月定例会号



0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

性質別歳出決算額

人件費 扶助費 公債費
普通建設事業 災害復旧費 失業対策事業
物件費 維持補修費 補助費等
積立金 投資及び出資・貸付金 繰出金

億円

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

目的別歳出決算額

議会費 総務費 民生費 衛生費
農林水産業費 商工費 土木費 消防費
教育費 災害復旧費 公債費 予備費

億円

消防費
2億7405万円

議会費
7238万円

令和6年度決算

令和6年度
一般会計歳出

グラフ１

グラフ３ グラフ２

78億
9532万円

民生費
29億3821万円

総務費
20億6820万円

教育費
7億548万円

衛生費
5億3826万円

農林水産業費
4億3017万円

公債費
4億5464万円

土木費
2億4642万円

商工費
1億6753万円

医療や介護、子育
てなど福祉に使う
お金です。

借り入れの
返済金です

グラ
フで見る

※令和2年度は新型コロナ対策として補助費等が急増しています。

※令和2年度は新型コロナ対策として民生費が急増しています。

※四捨五入により合計が
一致しないことがあります

　
令
和
６
年
度
の
一
般
会
計
歳
出
決
算
の
合
計
は

78
億
９
５
３
２
万
円
で
、
当
初
予
算
か
ら
約
７
億

８
０
０
０
万
円
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　
過
去
10
年
を
比
較
す
る
と
、
平
成
27
年
度
に
は

約
53
億
円
だ
っ
た
歳
出
規
模
が
令
和
６
年
度
に
は

78
億
円
を
超
え
、
実
に
25
億
円
の
伸
び
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
グ
ラ
フ
２
・
３
を
見
る
と
、
高
齢
化
に
伴
い
扶

助
費
が
増
加
し
て
民
生
費
が
伸
び
て
い
る
ほ
か
、

ふ
る
さ
と
納
税
関
連
経
費
の
増
加
に
よ
り
総
務
費

が
拡
大
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
懸
念
さ
れ
る
の
は
、
財
源
と
な
る
町
税
が
こ
の

10
年
間
ほ
と
ん
ど
伸
び
て
い
な
い
点
で
す
（
グ
ラ

フ
５
）
。
こ
れ
ま
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
や
経
済

対
策
の
た
め
の
国
の
交
付
金
が
歳
入
を
下
支
え
し

て
き
ま
し
た
が
、
交
付
金
を
除
け
ば
、
ふ
る
さ
と

納
税
寄
付
金
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。
起
債
や
基
金
の
状
況
（
グ
ラ
フ
６
）
は

お
お
む
ね
良
好
で
す
が
、
今
後
も
老
朽
化
す
る
公

共
施
設
へ
の
対
応
や
多
様
化
す
る
町
民
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
た
め
、
一
層
の
工
夫
と
努
力
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
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歳入決算額に占める町税の割合
歳入決算額 町税

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

1390万円

2068
万円

3227
万円

1479
万円

1036
万円

グラフ５

どう使われた
？

79億円
ふるさと納税返礼品改良支援補助事業

議場システム更新事業

地域おこし協力隊設置業務委託料

大莞小学校駐車場等整備事業

こども家庭センター事業

狭あい道路整備事業

1-2消防格納庫新築工事

国民健康保険特別会計法定外繰出金
2億円

4億円

6億円

8億円

10億円

0

2

4

6

8

10

12

14

H1年度 H2年度 H3年度 H4年度 H5年度 H6年度

ふるさと納税寄付額と基金残高

ふるさと納税寄付金額 ふるさと納税基金残高

億円

0

グラフ４

　ふるさと納税でいただいた寄付金は、約
半分が返礼品や事務手数料に充てられ、残
りがまちの大切な財源となります。
　令和３年度からは、いったん基金に積み
立て、翌年度に寄付の目的に沿って活用し
ています。
　令和６年度は、令和５年度に積み立てら
れた基金をもとに、35の事業へ総額約３
億2700万円を充当しました。主な事業は
次のとおりです。
●バイオマスセンター運営事業　
　7000万円
●ふるさと納税返礼品改良支援補助事業　
　3000万円
●地域創業交流支援事業  1900万円
●学校給食費補助事業　  1220万円
●自治区運営事業　　　  4000万円
　また、令和６年度のふるさと納税寄付金
は11億円を突破し、このうち約半分が基
金に積み立てられ、令和７年度の事業に活
用されます。

ふるさと納税基金を活用し、町内事業者のふるさと
納税返礼品や商品パッケージの改良などを支援

議場の音声・映像システムを更
新し、議会の映像配信など町民
に開かれた議会運営を推進

地域おこし協力隊による昆虫飼育の創出を支援し、
地域資源を活用した新たな産業の振興を推進

こども家庭センターを設置し、妊娠期から子育て期
までの切れ目のない支援や療育支援など、子育て支
援の更なる充実に取り組んだ

国の補助を活用し、狭あい道路の拡幅整備
工事を行った

ふるさと納税の
使い道は？

2666
万円

6958
万円

１億
4523

万円 木佐木小学校体育館大規模改修工事

750
0万
円
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増

323万円（0.2％） 減

2915万円（14.6％）増

一般会計

国民健康保険

後期高齢者医療

特
別
会
計

水
道

収入 支出 差し引き残 支出の前年度との比較

84億7535万円 78億9532万円

※四捨五入により総額が一致しないことがあります。

5803万円 3億61万円（4.0％）

17億3041万円 18億2621万円 ▲9580万円

2億4111万円 2億2832万円 1279万円

収益的

資本的

2億5740万円 2176万円2億3564万円

1854万円 7548万円 ▲5694万円

ー

ー

会計別の決算状況

R6年度決算審査
指摘事項や要望

令和6年度の決算審査で、「決算審査特別委員会」から
示された指摘事項や要望の主なものは次のとおりです。

園
児
増
加
の
中
で
も

安
心
の
保
育
を

本
年
度
の
大
溝
保
育
園
の
園
児
数
は
、
町
内
私
立
保
育
園

の
休
園
の
影
響
を
受
け
定
員
１
１
０
名
を
超
過
す
る
事
態

と
な
っ
て
い
る
。
発
達
支
援
を
要
す
る
園
児
の
増
加
な
ど

保
育
士
の
負
担
も
増
す
状
況
下
で
、
園
児
を
取
り
巻
く
保

育
環
境
に
影
響
が
で
な
い
よ
う
細
心
の
注
意
を
払
う
よ
う

要
望
し
た
。

食
育
セ
ン
タ
ー
構
想
を
提
案

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、
施
設
の
老
朽
化
で
運
営
上
の
安

全
リ
ス
ク
を
抱
え
て
い
る
。
高
齢
者
向
け
配
食
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
元
の
減
少
や
災
害
時
の
炊
き
出
し
拠
点
な
ど
、
単

な
る
調
理
施
設
で
は
な
く
、
食
材
提
供
拠
点
と
し
て
の
役

割
を
含
め
た
町
の
食
育
を
担
う
「
食
育
セ
ン
タ
ー
」
と
し

て
の
検
討
を
求
め
た
。

学
校
体
育
館
に
空
調
設
置
を

学
校
体
育
館
に
お
い
て
は
、
近
年
の
猛
暑
に
よ
り
夏
場
の

授
業
や
学
校
行
事
、
学
童
保
育
で
の
利
用
等
に
支
障
が
出

て
い
る
た
め
、
熱
中
症
対
策
と
し
て
、
学
校
体
育
館
へ
の

空
調
設
置
を
早
期
に
計
画
・
実
行
す
る
よ
う
強
く
求
め
た
。

新
た
な
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
を

高
齢
者
の
在
宅
生
活
支
援
事
業
で
は
、
緊
急
通
報
装
置
の

設
置
に
は
固
定
電
話
回
線
が
必
要
だ
が
、
携
帯
電
話
の
普

及
に
よ
り
固
定
電
話
の
解
約
な
ど
が
進
ん
で
お
り
、
新
た

な
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の
研
究
を
続
け
る
よ
う
要
望
し
た
。

ア
ク
ア
ス
２
階
の
有
効
活
用
を

ア
ク
ア
ス
２
階
の
利
用
が
な
く
、「
も
っ
た
い
な
さ
」
を
指

摘
し
た
。
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
、
地
域
住
民
の
集
ま
り
の
場
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
や
お
母
さ
ん
た
ち
の
集
ま
り
の
場
な
ど
、
地
域
住

民
が
気
軽
に
利
用
で
き
る
活
用
を
提
案
し
た
。

安
定
供
給
と
低
料
金
維
持
を
要
望

今
後
の
水
道
事
業
は
収
益
減
や
施
設
老
朽
化
な
ど
課
題
が

多
い
が
、
低
料
金
で
安
全
・
安
心
な
水
の
安
定
供
給
に
努

め
る
よ
う
要
望
し
た
。

リ
ス
タ
ー
ト
で
き
る
町

大
木
町
は
、
子
育
て
支
援
に
力
を
入
れ
て
い
る
も
の
の
外

部
へ
の
浸
透
を
更
に
広
め
る
た
め
、
わ
か
り
や
す
い

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
が
必
要
で
は
な
い
か
。一
案
と
し
て
、

当
町
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
で
あ
る「
循
環
」を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
「
リ
デ
ュ
ー
ス
、
リ
ユ
ー
ス
、
リ
サ
イ
ク
ル
」
に
、

い
つ
で
も
再
出
発
で
き
る
「
リ
ス
タ
ー
ト
」
を
加
え
、
大

木
町
版
「
４
Ｒ
の
町
」
を
目
指
し
て
は
ど
う
か
。

６おおき議会だより No.160　令和７年度 9月定例会号



決算審査特別委員会

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
中
間
報
告
要
請

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、
地
域
資
源
を
活
か
し
た
カ
ブ
ト

ム
シ
養
殖
事
業
の
当
初
目
標
は
達
成
し
た
。
た
だ
し
、
定

住
促
進
や
会
社
の
自
立
も
目
的
に
含
ま
れ
る
た
め
、
今
後

の
見
通
し
や
最
終
目
標
に
向
け
た
取
組
状
況
に
つ
い
て
中

間
報
告
を
求
め
た
。

今
後
の
ご
み
処
理
方
法
の
検
討
を

ゴ
ミ
の
排
出
量
は
減
少
し
て
い
る
も
の
の
、
処
理
費
用
は

増
加
傾
向
に
あ
り
、
加
え
て
、
施
設
の
老
朽
化
が
進
ん
で

い
る
た
め
、
民
間
委
託
や
新
た
な
広
域
連
携
の
枠
組
み
も

視
野
に
今
後
の
ゴ
ミ
処
理
方
法
の
検
討
を
要
望
し
た
。

図
書
循
環
構
想
を
提
案

廃
棄
予
定
本
の
取
り
扱
い
で
は
、払
い
下
げ
す
る
前
段
で
、

コ
ミ
セ
ン
、
公
民
館
等
に
廃
棄
予
定
本
を
配
置
し
、
地
域

住
民
が
自
由
に
利
用
で
き
る
「
図
書
循
環
構
想
」
を
提
案

し
た
。

ふ
る
さ
と
納
税
担
当
職
員
の
増
員
を

ふ
る
さ
と
納
税
は
前
年
度
比
１
５
５
・
９
％
増
の
11
億
７

２
３
６
万
円
と
な
っ
た
。
職
員
や
町
内
業
者
の
努
力
の
成

果
だ
が
、
担
当
職
員
は
１
人
の
た
め
、
不
測
時
に
備
え
増

員
を
要
望
し
た
。

課
税
ミ
ス
が
発
生

税
務
町
民
課
で
は
12
件
の
ミ
ス
が
発
生
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
更

新
や
体
制
強
化
で
再
発
防
止
に
努
め
、
事
務
引
継
ぎ
を
徹

底
し
て
、
信
頼
回
復
に
努
め
る
よ
う
求
め
た
。
ま
た
、
不

納
欠
損
の
処
分
額
が
例
年
よ
り
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
。

納
税
者
の
公
平
性
を
考
慮
し
、
早
期
の
納
税
対
応
を
強
く

要
望
し
た
。　

堀
の
整
備
遅
延
を
懸
念

堀
の
維
持
管
理
は
国
の
事
業
進
捗
が
待
た
れ
る
が
、
希
少

魚
や
外
来
植
物
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、
早
急
な
整

備
を
要
望
し
た
。

職
員
の
ス
キ
ル
向
上
を

人
材
育
成
事
業
は
職
員
の
ス
キ
ル
向
上
を
目
的
と
し
、
令
和

６
年
度
は
目
標
を
達
成
。
今
後
は
多
様
な
研
修
で
成
長
を
促

し
、
町
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
つ
な
げ
る
よ
う
要
望
し
た
。

職
員
一
丸
と
な
っ
て

自
治
総
合
計
画
推
進
事
業
で
は
、
職
員
の
61
・
１
％
が
改

革
へ
取
り
組
み
を
意
識
し
て
い
る
も
の
の
、
全
体
的
な
関

心
の
低
さ
は
課
題
で
あ
る
。
最
終
年
度
に
向
け
、
全
職
員

が
一
丸
と
な
っ
て
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
行
政
運
営
に
取

り
組
む
よ
う
期
待
す
る
。

収入済み額 滞納額 徴収率 前年度
徴収率

町民税 5億5528万円 1668万円 97.1 97.8

固定資産税 6億9021万円 2193万円 96.9 97.3

軽自動車税 5444万円 201万円 96.4 96.7

たばこ税 1億939万円 0 100 100

計 14億933万円 4062万円 97.2 97.7

国保税 3億2900万円 5402万円 85.9 87.1

税の収入状況は ※四捨五入により合計が一致
しないことがあります

年度 年度 年度 年度 年度 年度

基金と起債の状況

財政調整基金 減債基金 その他特定目的基金
土地開発基金 地方債合計

億円 グラフ６
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補正予算
人事

意見書など

一般会計補正予算（第３号）

６月議会定例会以降、一般会計補正予算が３回提出され全て可決しています。
主な事業は次のとおりです。

□非課税世帯等生活応援おこめ券支給事業
                                        867万5千円 答

問

問

答

8/1
可決

物価高騰対策として、住民税非課税世帯に全
国共通お米券（１世帯当たり 6160 円分）を
配布

「全国共通おこめ券」は町の経済振
興につながりにくい。町内店舗で使
える商品券にできないか。

「世帯単位ではなく、個人単位で配
布すべきでは。」

商品券配布には時間と経費がかか
る。今回は、迅速に配布するため全
国共通お米券とした。

今回は、国の交付金が低額であるた
め、緊急措置として現在の方法で交
付させてもらいたい。

一般会計補正予算（第４号）

□全世代型健康増進拠点構築事業
1876万1千円

9/4
可決

一般会計補正予算（第５号） 9/18
可決

全世代型健康増進拠点構築（アクアス建て替
え）に係る基本設計業務委託料他

□自治体DX推進事業　             295万円
DX 推進のため都市部より地域活性化起業人
（１名）を受け入れるための予算

□私立保育所運営事業　4375万8千円
認定こども園移行に伴う施設型給付費単価の
見直し

□一般廃棄物適正処理事業　13万5千円
生ごみ、燃えるゴミ、プラスチックの収集曜
日見直しを環境審議会に諮るための予算

□小学校施設維持管理事業　　50万8千円
大莞小学校借地購入に伴う不動産鑑定評価業
務委託料

□土地利用型農業振興事業 △339万9千円

当初予定していた液肥利用に伴う環境保全型
農業直接支払交付金が補助対象外となったた
めの減額予算他

□福岡県第３子以降保育料無償化事業
　　　　　　　　　　　　　財源項目補正

福岡県第３子以降保育料無償化事業が９月か
らスタートすることに伴い、補助金を受入れ
財源項目を補正

□人事異動に伴う職員人件費の組み替え

契約議決

　大溝小学校校舎屋上防水・外壁等改修工事において、
足場設置後に行った打診調査で外壁改修箇所が増加し
たことなどにより、請負金額を 2 億 2847 万円から 2
億 4424万 8400 円に増額するもの

人　事

教育委員　　大淵　 岳　 さん（再）
教育委員　　木下 　美鈴 さん（新）
人権擁護委員候補者
　　　　　　松田 美智代 さん（新）
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項目 壁面輻射式空調システム 対流式空調システム

概要
熱源機で温度調整した冷温水を
ポンプで循環させ、輻射パネル
側で熱交換を行う空調方式

通常のエアコンに大風量の送風
機を組み合わせた空調方式

特徴 無風無音だが、立ち上がりまで
に30～45分必要

風と音が発生するが、すぐに冷
風を発生させることができる

イニシャルコスト
（１Fアリーナ部分の試算） 1億9216万円 5051万円

耐用年数 室内機：30年、室外機：15年 室内機：13年、室外機13年

保守点検費用 30万円／年 70万円／年

電気代
運転開始から45分程度で運転容
量が100％から30％に下がるた
め、消費電力の低減が見込める

最初に大風量で冷却した後、風量
を絞り込むことで家庭用エアコン
と変わらない程度の運用が可能

総合体育館を60年間
使用する場合（あと
24年間）の更新費用

4180万円
（15年で室外機を更新）

5051万円
（13年で全てを更新）

体育館空調システムの追加調査報告

拉致問題の早期解決
を求める意見書
　北朝鮮による日本人拉致問題の早期解決を求め
る意見書を採択しました。意見書では、拉致被害
者と家族が今も帰国できずにいる現状を指摘し、
政府に対し被害者全員の救出と問題解決に全力で
取り組むよう要望しています。国際協調や制裁強
化を通じて、北朝鮮に拉致被害者を返さざるを得
ない環境を作る必要性を訴えています。

食料自給の確立を
求める意見書
　国の「食料・農業・農村基本計画」に関し、食
料自給の確立を強く求める意見書を採択しました。
世界的な食糧危機の中、日本の自給率は 38％と低
く、国民の命を守るため国内生産の拡大が不可欠
です。農業予算の大幅増額や具体的施策の実施、
種子の国内生産・循環体制の確立、農地や新規就
農者への支援強化などを国に求めています。

　体育館に設置する空調システムについては、風を
出さない「輻射式」と、送風によって冷却する「対流
式」の2種類があります。その特性について、総合体
育館空調設置の担当課である地域づくり課から追
加調査の報告がありました。
　輻射式は無風無音で空調を効かせることができ
ますが、高額なイニシャルコストを覚悟しなければ

なりません。一方、対流式はイニシャルコストが安い
反面、風や音の影響を心配する必要があります。
　町としては、バドミントン等の競技や長期避難所
利用時の快適性を考慮し、総合体育館には輻射式
空調システム導入を決定しています。現在実施設計
中で、今年度内の工事着工を目指しています。
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大
木
町
議
会
の
在
り
方
検
討
委
員
会
報
告
（
概
要
）

　

大
木
町
議
会
で
は
、議
員
の
な
り
手
不
足
や
２

期
連
続
の
無
投
票
と
い
っ
た
課
題
に
対
応
す
る

た
め
、
令
和
５
年
９
月
に
議
会
内
に「
議
会
の
在

り
方
検
討
委
員
会
」を
設
置
し
、
議
員
定
数
や
報

酬
な
ど
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
き
ま
し
た
。そ

の
内
容
を
９
月
定
例
会
で
報
告
し
ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

現
在
の
定
数
は
12
名
で
、全
国
や
県
内
の
平
均

と
比
べ
て
も
妥
当
な
人
数
で
す
。一
部
に
「
削
減

す
べ
き
」と
の
意
見
も
あ
り
ま
し
た
が
、
議
会
の

役
割
が
拡
大
す
る
中
で
、安
易
な
削
減
は
民
主
主

義
や
自
治
の
機
能
低
下
に
つ
な
が
る
恐
れ
も
あ

り
ま
す
。そ
の
た
め
、
当
面
は
12
名
を
維
持
す
る

意
見
が
多
数
を
占
め
ま
し
た
。あ
わ
せ
て
、
住
民

の
関
心
を
高
め
る
た
め
に
「
議
会
モ
ニ
タ
ー
制

度
」や「
出
前
講
座
」な
ど
の
導
入
を
前
提
と
し
て

い
ま
す
。

　

な
お
、現
在
の
議
員
定
数
を
削
減
す
べ
き
と
考

え
る
場
合
は
、
自
ら
の
発
議
に
よ
り
、
本
会
議
に

お
い
て
意
見
を
主
張
す
べ
き
と
し
て
い
ま
す
。

議
員
定
数

現
状
維
持
多
数
も
、

議
論
は
継
続

　

議
員
の
活
動
実
態
を
調
査
し
た
結
果
、
平
均

で
年
間
１
７
４
・
８
日
を
公
務
に
費
や
し
て
い

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。一
方
で
、
現
在
の
報

酬
で
は
社
会
保
険
や
退
職
金
制
度
が
な
い
中
で

の
負
担
が
大
き
く
、
な
り
手
不
足
の
要
因
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
検
討
で
は
、
全
国
町
村
議
会
モ
デ
ル

に
よ
り
町
長
と
の
比
較
を
行
い
、
月
額
39
・
３

万
円
〜
51
・
１
万
円
の
範
囲
が
妥
当
と
さ
れ
、

少
な
く
と
も
町
村
係
長
級
（
約
32
・
５
万
円
）
を

下
回
ら
な
い
水
準
と
す
べ
き
と
の
結
論
に
至
り

ま
し
た
。ま
た
、
委
員
長
・
副
委
員
長
の
役
割
に

応
じ
、
報
酬
加
算
を
一
部
見
直
す
こ
と
を
提
案

し
て
い
ま
す
。

議
員
報
酬

町
長
の
半
額
程
度
が
妥
当

　

議
会
活
動
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
透
明
性
を

確
保
し
た
う
え
で
新
設
す
る
こ
と
を
提
言
し
ま

し
た
。

政
務
活
動
費

透
明
性
を
維
持
し
た
上
で

新
設
を

　
　

議
員
定
数
や
報
酬
の
あ
り
方
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
関
心

に
直
結
す
る
重
要
な
テ
ー
マ
で
す
。報
告
の
全
文
は
町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ
き
、

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。ま
た
、
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
も
実

施
し
て
い
ま
す
。右
の
二
次
元
コ
ー
ド
や
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

併
せ
て
、
町
長
に
対
し
て
は「
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
」の
開

催
を
要
請
し
ま
し
た
。

今
後
の
進
め
方

議長

副議長

議員

町長

報酬（円） 退職金 年間
活動日数

平均
174.8日

320日

社会保険

307,000

250,000

233,000

720,000

無

無

無

有

【参考資料】

報告書は
こちらから

アンケートは
こちらから

10おおき議会だより No.160　令和７年度 9月定例会号



29商工会との意見交換会 8

27
9

「入札制度や課題を議論」

３町議会合同研修会
「議会改革の取り組みを共有」

　

総
務
建
設
産
業
常
任
委

員
会
は
商
工
会
と
懇
談
会

を
開
き
、
入
札
制
度
や
業
界

課
題
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

商
工
会
か
ら
は
、
変
動
型
最
低
制
限

価
格
制
度
で
適
正
受
注
が
難
し
い
こ

と
、
町
発
注
工
事
で
の
地
元
業
者
参

入
の
低
さ
、
実
績
評
価
や
最
低
価
格

見
直
し
の
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
ま
し

た
。加
え
て
、技
術
者
の
高
齢
化
や
人

件
費
・
資
材
高
騰
へ
の
対
応
、
共
同

受
注
や
電
子
契
約
導
入
の
提
案
も
あ

り
ま
し
た
。

　

議
会
は
こ
れ
ら
の
意
見
を
整
理
し
、

商
工
会
と
連
携
し
て
執
行
部
と
の
協

議
に
臨
み
ま
す
。

　

広
川
町
・
大
刀
洗
町
・
大
木
町
の
３

町
議
会
に
よ
る
合
同
研
修
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

第
１
部
で
は
、
議
会
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
強
化

す
る
た
め
の
委
員
会
調
査
や
自
由
討
議
の
拡
充
、

一
般
質
問
の
改
善
な
ど
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
討
議

を
実
施
し
ま
し
た
。各
町
の
取
組
と
し
て
、
決
算
審

査
の
充
実
や
事
業
評
価
を
通
じ
て
次
年
度
予
算
に

反
映
す
る
仕
組
み
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
も
紹
介
さ
れ
、
参
考
と
な
り
ま
し
た
。ま
た
、
議

員
の
な
り
手
不
足
に
つ
い
て
は
情
報
発
信
不
足
も

要
因
と
さ
れ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
や
広
報
誌

の
充
実
に
よ
り
議
会
活
動
を
広
く
伝
え
て
い
く
必

要
性
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
２
部
で
は
、
大
牟
田
市
議
会
議
員
の
船
原
基

近
氏
を
講
師
に
迎
え
、「
食
と
農
を
守
る
た
め
の
自

治
体
議
員
の
役
割
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
を
い
た
だ

き
、
農
業
を
め
ぐ
る
課
題
に
つ
い
て
継
続
的
に
学

び
を
深
め
る
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
ま
し
た
。

山
田
貴
大

德
永
卓
也

益
田
富
啓

深
町
敏
生

田
中
一
成

原
田
勝

古
賀
靖
子

中
島
宗
昭

中
島
和
正

益
田
隆
一

古
賀
知
文

会
議
の

結
果

予算 一般会計補正予算（第3号）（関連記事8ページ） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 可決

条例
（一部
改正）

議会議員の報酬及び費用弁償等に関する条例の制定
特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の制定
職員の旅費支給条例の一部を改正する条例の制定
職員定数条例の一部を改正する条例の制定
職員の育児休業等に関する条例の制定

〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 欠 可決

決算の
認定

令和6年度大木町一般会計／国民健康保険特別会計／
後期高齢者医療特別会計／水道事業会計　　　　　（関連記事4,5ページ）

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 認定

一般会計補正予算（第4号）　　　　　　　　　　　　（関連記事8ページ） 〇 〇 × 欠

欠

〇 〇 × 〇 〇 〇
令和7年度大木町国民健康保険特別会計補正予算（第3号）
令和7年度大木町水道事業会計補正予算（第1号）／（第2号）
令和7年度大木町一般会計補正予算（第5号）　　　　　（関連記事8ページ）

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

その他 町道の路線の廃止／認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決
契約の
締結

大溝小学校校舎屋上防水・外壁等改修工事請負契約の締結についての議決の
一部変更

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

人事
大木町教育委員会委員の任命（２名）
大木町人権擁護委員候補者の推薦　　　　　　　　　　（関連記事8ページ）

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 同意

発議

大木町議会基本条例の一部を改正する条例の制定
食料・農業・農村基本計画に関する食料自給の確立を求める意見書
北朝鮮による日本人拉致問題の早期解決を求める意見書（関連記事９ページ）

議案第54号　令和7年度大木町一般会計補正予算（第4号）における全世代型
健康増進拠点構築事業に係る附帯決議

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇× 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇

可決

可決

※
議
長
は
裁
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん

令和７年第5回臨時会は8/1（金）に第6回９月定例会9/3（水）～9/18（木）
の16日間で行いました。提案された議案を審議した結果、すべて可決となり
ました。一般質問の内容はP12～P15に掲載しています。

予算 可決

８
月
臨
時
会

９
月
定
例
会

11 おおき議会だより No.160　令和７年度 9月定例会号



　

地
球
上
で
最
悪
の

侵
略
生
物
と
呼
ば
れ

て
い
る
ナ
ガ
エ
ツ
ル

ノ
ゲ
イ
ト
ウ
が
本
町
に
お
い
て
も

４
〜
５
年
前
よ
り
発
生
が
見
受
け

ら
れ
る
が
、町
は
調
査
と
駆
除
対
策

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　

一
部
の
地
域
で
の

発
生
は
確
認
し
て
い

る
。現
時
点
で
は
町

内
全
域
の
調
査
に
は
至
っ
て
い
な

い
。状
況
に
つ
い
て
は
情
報
収
集

を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
迅
速
な

対
応
が
と
れ
る
よ
う
備
え
て
い
く
。

　

他
県
の
駆
除
状
況

を
見
る
と
膨
大
な
費

用
を
要
し
て
い
る
。

そ
の
よ
う
に
な
る
前
に
早
期
発
見
、

早
期
駆
除
に
努
め
ら
れ
な
か
っ
た

の
か
。ま
た
、重
機
や
薬
剤
等
に
よ

る
対
策
は
検
討
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
筑
後
地
域
ク
リ
ー

ク
雑
草
対
策
協
議
会

の
中
で
特
定
外
来
生

物
の
特
性
や
駆
除
方
法
に
関
す
る

学
習
会
を
現
地
で
行
っ
て
い
る
。駆

除
対
応
に
つ
い
て
は
、区
長
よ
り
要

望
、
苦
情
が
あ
っ
た
場
合
は
人
、
及

び
重
機
で
の
駆
除
、ま
た
は
除
草
剤

等
で
の
駆
除
も
視
野
に
入
れ
な
が

ら
駆
除
方
法
を
見
出
し
て
い
く
。

　
特
に
繁
茂
状
況

の
ひ
ど
い
と
こ
ろ
は

第
一
次
構
造
改
善
地

域
で
あ
る
。住
民
協
力
に
よ
る
駆

除
対
応
を
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、

護
岸
の
整
備
も
急
が
れ
る
が
。

　

県
営
農
村
総
合

整
備
事
業
の
計
画

路
線
で
あ
る
こ
と

か
ら
工
法
の
選
定
に
つ
い
て
関

係
機
関
、
及
び
専
門
家
と
協
議

中
で
あ
り
、
工
法
が
固
ま
り
次

第
適
切
な

対
応
を
進

め
て
い
く
。　

道
路
舗
装
整
備
改

修
に
お
い
て
、自
治
総

合
計
画
に
よ
る
と
、指

標
と
し
て
道
路
補
修
、
舗
装
補
修

延
長
を
毎
年
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と

位
置
づ
け
て
あ
る
が
、
住
民
か
ら

の
要
望
の
総
延
長
は
何
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
程
か
。ま
た
、
そ
の
中
に
は
農

道
は
含
ま
れ
て
い
る
の
か
。

中島　宗昭 議員
なかしま　むねはる

般
問 迅速な対応に備える答

特定外来生物ナガエツルノ
ゲイトウ駆除対策は

問

問建
設

水
道

課
長

建
設

水
道

課
長

建
設

水
道

課
長 問

　

寄
せ
ら
れ
た
要
望

件
数
は
３
５
０
件
ほ

ど
。内
容
と
し
て
は
、

舗
装
新
設
が
73
件
。舗
装
補
修
が

１
４
４
件
で
残
り
に
つ
い
て
は

側
溝
新
設
、
砂
利
散
布
、
交
通
安

全
施
設
設
置
等
と
な
っ
て
い
る
。

舗
装
新
設
要
望
に
つ
い
て
は
農

道
も
含
ま
れ
る
。ま
た
舗
装
新
設

要
望
の
砂
利
道
は
、
約
81
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
と
な
っ
て
い
る
。

　

毎
年
度
の
舗
装

補
修
の
実
績
は
。

　

令
和
４
年
度
８
か

所
２
・
１
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
。令
和
５
年
度
８

か
所
で
１
・
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。

令
和
６
年
度
は
８
か
所
で
１
・
８

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
実
施
を
積
み
上

げ
て
い
る
。　

農
道
と
生
活
道

路
の
優
先
順
位
と

整
備
基
準
は
。

　

整
備
基
準
は
要

望
路
線
を
現
地
踏

査
し
、次
年
度
以
降

の
予
算
編
成
に
計
上
し
て
い
る

が
、ど
う
し
て
も
通
学
路
、生
活

道
路
舗
装
整
備
改
修
に

農
道
は
含
ま
れ
て
い
る
か
。

問

建
設

水
道

課
長

建
設

水
道

課
長 問

道
路
が
優
先
に
な
っ
て
い
る
。

　

　

道
路
環
境
の
向

上
を
図
る
に
は
、
年

次
毎
の
整
備
計
画

策
定
が
必
要
で
は
。

　

区
長
、
地
元
か
ら

の
要
望
が
あ
っ
た

路
線
に
つ
い
て
は
、

年
次
計
画
を
立
て
、
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

　

本
町
の
農
産
物

イ
チ
ゴ
は
ふ
る
さ

と
納
税
寄
付
事
業

に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。特

に
、
道
路
舗
装
未
整
備
農
道
等

は
、
農
産
物
の
傷
み
防
止
に
よ

る
品
質
低
下
防
止
の
た
め
に
も
、

ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
金
を
活
用

し
て
の
整
備
も
望
ま
れ
る
が
。

　

農
道
整
備
の
財

源
と
し
て
充
当
す

る
こ
と
も
有
効
な

手
法
の
一
つ
だ
と
考
え
ら
れ
る

が
、
制
度
運
用
上
の
可
能
性
の

在
り
方

や
課
題

も
あ
り
、

難
し
い
。

建
設

水
道

課
長

建
設

水
道

課
長

建
設

水
道

課
長 問問

問
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８
月
末
現
在
、
正

規
職
員
１
１
３
名
の

う
ち
町
内
居
住
は
53

名（
46
・
９
％
）、町
外
居
住
は
60

名（
53
・
１
％
）。若
い
世
代
ほ
ど

町
外
居
住
が
多
い
傾
向
。住
宅
手

当
は
月
額
上
限
２
万
８
０
０
０

円
で
、町
内
６
名
に
計
14
・
２
万

円
、町
外
14
名
に
計
35
・
７
万
円

を
支
給
し
、法
令
に
基
づ
き
適
正

に
運
用
さ
れ
て
い
る
。

　

現
状
は
大
木
町
職

員
の
半
分
以
上
は
町

外
居
住
と
い
う
現
状

で
あ
り
、利
便
性
や
家
庭
事
情
、広

域
通
勤
の
一
般
化
が
背
景
に
あ
る
。

一
方
で
地
域
と
の
接
点
や
災
害
対

応
に
課
題
も
懸
念
さ
れ
る
。町
内

外
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を
生
か
し
、

信
頼
を
支
え
る
仕
組
み
づ
く
り
が

必
要
。外
部
視
点
の
活
用
や
職
員

バ
ラ
ン
ス
の
方
策
を
問
う
。

　

広
域
道
路
網
整
備

や
生
活
多
様
化
で
町

外
通
勤
職
員
が
増
加

し
て
お
り
、
本
町
で
も
同
様
の
傾

答 町外居住増を見据え、町内居住支援
を人材確保・定住促進の要とし、
職員をまちづくりの原動力とする。益田　隆一議員

ますだ  　りゅういち

一
質

外国籍雇用の懸念点及び町
内居住支援策の提案

　

本
町
職
員
採
用

試
験
の
受
験
資
格

で
は
外
国
籍
の
方

も
受
験
可
能
と
さ
れ
て
い
る
が
、

公
権
力
行
使
や
情
報
管
理
に
関

す
る
リ
ス
ク
も
懸
念
さ
れ
る
。

外
国
籍
職
員
の
任
用
に
つ
い
て
、

町
の
考
え
を
伺
う
。

　

公
権
力
の
行
使
や

政
策
形
成
に
関
わ
る

職
務
は
日
本
国
籍
者

に
限
ら
れ
る
が
、
そ
れ
以
外
の
職

務
は
自
治
体
が
判
断
可
能
と
さ
れ

て
い
る
。本
町
で
は
外
国
人
で
あ

る
こ
と
の
み
を
理
由
に
排
除
せ
ず
、

職
務
の
性
質
に
応
じ
て
合
理
的
に

区
分
し
適
切
に
任
用
す
る
方
針
で

あ
る
。今
後
も
、法
令
を
遵
守
し
つ

つ
、公
平
性
と
透
明
性
を
確
保
し
、

優
秀
な
人
材
を
広
く
活
用
す
る
と

と
も
に
、
多
文
化
共
生
の
理
念
を

町
政
運
営
に
反
映
さ
せ
て
い
く
。

　
福
岡
県
内
の
み
な

ら
ず
全
国
的
に
、
自

治
体
職
員
が
勤
務
先

以
外
に
居
住
す
る
傾
向
が
広
が
っ

て
い
る
。そ
こ
で
本
町
に
お
け
る

職
員
の
町
内
外
別
の
居
住
状
況
、

年
代
ご
と
の
割
合
、
さ
ら
に
住
居

手
当
の
支
給
額
に
つ
い
て
伺
う
。

へ
の
地
域
貢
献
手
当
、
代
替
休
暇

制
度
、災
害
即
応
ポ
イ
ン
ト
、家
族

支
援
の
４
点
を
提
案
す
る
。こ
れ

に
よ
り
愛
着
や
誇
り
を
育
み
、
新

規
採
用
促
進
や
災
害
対
応
力
強
化

に
も
つ
な
が
る
。支
援
制
度
導
入

を
提
案
す
る
。

　
町
内
居
住
の
職
員

は
、地
域
と
の
密
接
な

関
係
性
や
災
害
時
の

即
応
性
な
ど
、
大
き
く
貢
献
し
重

要
な
存
在
。一
方
で
人
材
確
保
や

広
域
的
な
視
野
の
導
入
と
い
っ
た

観
点
か
ら
は
、
町
外
居
住
の
職
員

が
果
た
す
役
割
も
少
な
く
な
い
と

考
え
る
。今
後
の
採
用
試
験
や
人

材
確
保
策
に
お
い
て
は
、
ま
ち
づ

く
り
の
原
動
力
と
し
て
し
っ
か
り

と
確
保
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。

向
が
見
ら
れ
る
。町
外
職
員
は
広

い
視
野
を
持
つ
一
方
、
地
域
接
点

や
災
害
対
応
に
課
題
も
あ
る
。私

自
身
も
町
外
出
身
と
し
て
地
域
行

事
や
産
業
界
交
流
に
努
め
、
外
部

視
点
と
地
域
理
解
の
両
立
を
重
視
。

今
後
は
町
内
外
職
員
が
行
政
区
を

担
当
し
合
い
、
相
互
理
解
と
バ
ラ

ン
ス
を
図
る
こ
と
で
、
地
域
の
強

み
を
再
発
見
し
、
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ

イ
ド
を
育
む
仕
組
み
が
重
要
。

　
町
内
に
住
む
職
員

は
日
常
的
に
住
民
感

覚
を
肌
で
感
じ
、
災

害
時
も
迅
速
に
対
応
で
き
る
一
方
、

私
生
活
と
の
境
界
が
曖
昧
と
な
り

負
担
も
大
き
い
。近
年
は
住
所
要

件
を
緩
和
す
る
自
治
体
も
増
え
、

人
材
確
保
や
交
通
網
の
発
達
に
よ

り
町
外
居
住
の
職
員
が
増
加
傾
向

に
あ
る
。試
算
で
は
30
年
後
に
町

外
居
住
が
88
％
に
達
す
る
可
能
性

も
あ
る
。町
外
職
員
は
広
域
的
な

視
野
や
外
部
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強

み
と
し
、
町
内
職
員
は
地
域
即
応

性
を
強
み
と
す
る
。双
方
の
立
場

を
公
平
に
支
え
る
仕
組
み
づ
く
り

が
必
要
で
あ
り
、
私
は
町
内
職
員

意
見

　

時
代
の
変
化
に
よ
り
公
務
員
の

在
り
方
も
制
限
が
か
か
る
。多
様

性
を
求
め
ら
れ
る
一
方
で
、
守
る

べ
き
文
化
や
価
値
観
も
あ
る
。小

さ
な
町
だ
か
ら
こ
そ
将
来
を
見
据

え
、町
の
方
向
性
を
明
確
に
し
、町

民
を
最
優
先
に
据
え
た
対
策
を
講

じ
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
る
。

問

問

問

町
長

町
長

問

総
務

課
長

 

副課長

13 おおき議会だより No.160　令和７年度 9月定例会号



益田　富啓議員
 ますだ　   とみひろ

般
問 答 アクションプランの中で

検討していく

学校体育館への空調設置を

　

地
球
沸
騰
化
で

高
温
の
夏
が
長
く

な
っ
て
い
る
が
、

学
校
体
育
館
の
使
用
に
支
障
は

生
じ
て
い
な
い
か
。

　
全
校
児
童
が
一
堂

に
会
す
る
全
校
朝
会

の
体
育
館
実
施
を
断

念
し
、
空
調
設
備
の
あ
る
多
目
的

室
で
学
年
を
分
け
て
実
施
し
て
い

る
。
体
育
の
授
業
を
、
比
較
的
気

温
の
高
く
な
い
朝
の
時
間
帯
に
急

遽
変
更
し
た
り
、
時
間
短
縮
や
活

動
内
容
を
変
更
す
る
こ
と
も
あ

る
。
教
育
活
動
や
学
校
行
事
に

様
々
な
制
約
が
生
じ
て
い
る
。

　

夏
場
の
熱
中
症
対

策
や
、
防
災
機
能
の

向
上
と
い
う
観
点
か

ら
は
、
学
校
体
育
館
は
総
合
体

育
館
と
同
等
以
上
に
空
調
設
置

の
必
要
性
が
高
い
。
国
の
補
助

も
、
令
和
15
年
度
ま
で
実
質
的

な
自
治
体
負
担
を
25
％
に
引
き

下
げ
て
い
る
が
、
町
の
考
え
は
。

　
小
学
校
体
育
館
へ

の
空
調
設
備
導
入
は
、

多
額
の
費
用
や
維
持

管
理
コ
ス
ト
を
伴
う
大
規
模
な
事

業
で
あ
り
、
町
の
行
政
経
営
改
革

基
本
計
画
・
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

に
お
け
る
「
課
題
項
目
」
と
し
て

早
急
に
位
置
づ
け
る
。
今
後
、
事

業
内
容
の
方
向
性
を
整
理
し
、
公

共
施
設
等
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
計
画
に
追
加
し
、
整
備

計
画
を
推
進
す
る
。

　

安
全
確
保
の
た
め

の
見
守
り
体
制
の
課

題
や
、
施
設
の
老
朽

化
、
さ
ら
に
は
近
年
の
猛
暑
に
よ

る
影
響
も
顕
在
化
し
、
こ
の
ま
ま

の
形
で
水
泳
授
業
が
継
続
で
き
る

の
か
不
安
の
声
が
上
が
っ
て
い

る
。
以
前
に
比
べ
、
水
泳
授
業
は

縮
小
し
て
い
な
い
か
。

　

町
内
の
小
学
校
で

は
、
１
年
生
が
10
時

間
、
２
〜
６
年
生
が

８
時
間
、
中
学
校
で
は
各
学
年
12

時
間
を
確
保
し
て
お
り
、
水
泳
授

業
の
縮
小
は
行
っ
て
い
な
い
。

　

学
校
プ
ー
ル
建
設

後
の
経
過
年
数
と
、

建
て
替
え
の
考
え
は
。

　

大
溝
小
学
校
が
64

年
経
過
、
木
佐
木
小

学
校
と
大
莞
小
学
校

が
61
年
経
過
、
大
木
中
学
校
が

53
年
経
過
し
て
い
る
。
現
時
点

で
、
授
業
が
実
施
で
き
な
い
よ

う
な
運
営
上
の
支
障
は
生
じ
て

い
な
い
。
ま
た
、
建
て
替
え
に

は
多
額
の
費
用
（
屋
外
プ
ー
ル

で
２
億
円
超
、
屋
内
プ
ー
ル
で

10
億
円
超
）
が
必
要
と
な
る
た

め
、
財
政
状
況
や
、
他
の
大
規

模
改
修
事
業
と
の
優
先
度
を
考

慮
す
る
と
、
学
校
ご
と
の
プ
ー

ル
建
て
替
え
は
困
難
で
あ
る
。

　

民
間
の
ス
イ
ミ
ン

グ
ス
ク
ー
ル
を
活
用

し
て
い
く
考
え
は
。

　

令
和
８
年
度
に
、

町
内
３
小
学
校
の

水
泳
授
業
を
近
隣

の
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
で
試

行
的
に
実
施
し
、
成
果
と
課
題

を
総
合
的
に
判
断
し
て
、
そ
れ

以
降
の
方
針
を
決
定
し
て
い
く

こ
と
に
し
て
い
る
。

　

全
世
代
型
健
康
増

進
拠
点
構
築
計
画
に

お
い
て
、
公
営
プ
ー

ル
を
建
設
し
、

子
ど
も
た
ち
の

水
泳
授
業
や
町

民
の
健
康
増
進

に
結
び
付
け
て

い
く
考
え
は
な

い
か
。

　

構
築
計
画
と
公
営

（
学
校
）
プ
ー
ル
問

題
は
直
接
リ
ン
ク
し

て
い
な
い
。
本
定
例
会
に
お
い
て

基
本
設
計
に
係
る
委
託
費
を
計
上

し
て
い
る
。
そ
の
予
算
承
認
後
、

速
や
か
に
手
続
き
を
開
始
す
る

が
、
こ
の
過
程
に
お
い
て
住
民
の

皆
様
の
ご
意
見
を
伺
う
機
会
を
設

け
、
併
せ
て
、
議
会
に
対
し
て
の

説
明
責
任
を
果
た
し
て
い
く
。

問

意
見

　

Ｐ
Ｆ
Ｉ
な
ど
民
間
の
資
本
や

ノ
ウ
ハ
ウ
を
利
用
す
る
こ
と
も

考
え
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

も
っ
と
将
来
を
担
う
若
い
人
た

ち
の
意
見
を
取
り
入
れ
、
み
ん

な
が
納
得
し
て
誇
り
が
持
て
る

施
設
整
備
を
進
め
て
ほ
し
い
。

意
見

　

先
行
事
例
を
調
査
し
、
一
日
も
早

く
、
町
内
全
て
の
体
育
館
に
空
調
が

設
置
さ
れ
る
こ
と
を
強
く
期
待
す
る
。

町
長

町
長

教
育

  

長

教
育

  

長

教
育

  

長教
育

  

長

問

問

水
泳
授
業
に
つ
い
て

問

問問
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条例制定など職場環境整備は、
検討し制度的対応も視野に
入れていく

答
古賀　靖子議員
こ   が　　やす こ

一
質

ハラスメントに対する職場
環境整備について、町長の
見解は

　

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は

心
身
や
職
場
環
境
に

深
刻
な
影
響
を
及
ぼ

す
。本
町
の
６
月
の
事
案
を
受
け
、

議
会
は
執
行
部
に
防
止
策
の
確

認
を
求
め
た
。職
員
へ
の
周
知
は

研
修
や
掲
示
等
で
行
わ
れ
て
い

る
が
、
行
き
届
い
て
い
な
い
現
状

も
あ
り
、
今
後
の
周
知
徹
底
の
方

法
を
尋
ね
る
。

　

一
部
職
員
に
周
知

が
行
き
届
い
て
い
な

い
こ
と
を
踏
ま
え
、全

体
研
修
や
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
で
の

再
周
知
、
各
課
で
の
定
期
確
認
を

行
い
、
全
職
員
が
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

防
止
の
認
識
を
共
有
で
き
る
よ
う

努
め
る
。

　

相
談
窓
口
を
設

け
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

基
づ
き
迅
速
に
対

応
し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、

直
近
５
年
間
の
相
談
件
数
や
内

容
の
把
握
は
し
て
い
る
の
か
。

　
過
去
５
年
間
で
相

談
は
３
件
（
セ
ク
ハ

ラ
１
件
、
パ
ワ
ハ
ラ

２
件
）あ
り
、
詳
細
は
非
公
開
と

し
人
事
部
署
で
記
録
し
て
い
る
。

　
相
談
件
数
の
公

表
は
相
談
し
や
す
さ

や
抑
止
力
に
つ
な
が

る
、今
後
も
毎
年
度
の
公
表
継
続

を
望
む
が
担
当
課
の
見
解
は
。

　

再
発
防
止
や
注

意
喚
起
も
重
要
な

の
で
、
該
当
者
が
特

定
さ
れ
な
い
形
に
配
慮
し
て
公

表
し
て
い
く
。

　

研
修
や
周
知
の

取
組
に
よ
り
、
職
員

が
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

の
定
義
や
認
識
を
十
分
に
理
解

し
て
い
る
か
ど
う
か
を
ど
の
よ

う
に
し
て
判
断
し
て
い
る
の
か
。

　
研
修
実
施
後
の
ア

ン
ケ
ー
ト
や
、
今
後

予
定
し
て
い
る
理
解

ト
ア
ン
ケ
ー
ト
も
個
人
情
報
に

配
慮
し
つ
つ
公
表
し
、周
知
・
啓

発
・
防
止
の
強
化
を
図
っ
て
い
く
。

　
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対

策
は
、
ト
ッ
プ
の
明

確
な
姿
勢
が
職
員
の

心
理
的
安
全
性
に
つ
な
が
り
、本

町
の
信
頼
や
イ
メ
ー
ジ
向
上
に

も
資
す
る
と
考
え
る
。そ
こ
で
、

条
例
制
定
な
ど
環
境
整
備
に
つ

い
て
町
長
の
見
解
を
伺
う
。

　
全
て
の
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
を
許
さ
ず
、職
員

が
安
心
し
て
働
け
る

環
境
の
維
持
が
町
政
と
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
基
盤
だ
と
考
え
る
。万
一

の
事
案
に
は
速
や
か
に
把
握
・
対

応
し
て
い
く
。働
き
や
す
い
職
場

づ
く
り
と
し
て
、
新
た
な
環
境
整

備
を
検
討
し
、
必
要
に
応
じ
条
例

制
度
対
応
も
視
野
に
い
れ
て
い
く
。

度
の
チ
ェ
ッ
ク
テ
ス
ト
な
ど
の
実

施
、
ま
た
日
常
業
務
に
お
け
る
行

動
観
察
を
通
じ
て
総
合
的
に
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
の
認
知
度
の
評
価
判
断

し
て
い
く
。　

研
修
に
、
職
階
別

で
打
ち
解
け
て
話
せ

る
場
や
ア
ン
ケ
ー
ト
、

自
分
の
行
動
を
振
り
返
り
理
解

を
深
め
る
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
な

ど
を
提
案
す
る
。今
回
の
事
例
を

踏
ま
え
、こ
う
し
た
取
組
で
再
発

防
止
策
を
さ
ら
に
強
化
す
る
た

め
の
講
じ
策
は
。

　
職
務
級
別
研
修
や

匿
名
ア
ン
ケ
ー
ト
・

セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
は

効
果
的
と
考
え
る
。ハ
ラ
ス
メ
ン

意
見

　

小
郡
市
は
19
日
、
市
長
、
副
市

長
、教
育
長
や
、市
議
、市
職
員
を

対
象
と
す
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防

止
条
例
案
を
発
表
し
た
。新
た
な

職
場
環
境
の
た
め
に
、本
町
も
取

り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

　

福
岡
県
議
会
は
、
都
道
府
県
で
全

国
初
と
な
る
「
議
会
関
係
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
根
絶
条
例
」
を
制
定
し
た
。県

内
の
市
議
会
議
員
か
ら
被
害
の
訴

え
が
、制
定
の
き
っ
か
け
で
あ
る
。

　

条
例
施
行
後
、
議
員
は
今
年
の
７

月
で
３
回
目
の
研
修
を
受
講
し
て

い
る
。

町
長

総
務

課
長

総
務

課
長

総
務

課
長

総
務

課
長

総
務

課
長

問

問問

問

問

問
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●
発
行
/大
木
町
議
会
　
●
編
集
/議
会
報
発
行
特
別
委
員
会

●
発
行
責
任
者
/古
賀
知
文
（
議
長
）

〒
830-0416　

福
岡
県
三
潴
郡
大
木
町
大
字
八
町
牟
田
255-1

 ☎
0944-32-1249（

直
通
）

N
o.160

お
お
き

議
会
だ
よ
り

議会を傍聴された
皆さんから貴重なご意見を

いただきました。

傍聴者の 声

議会報発行
特別委員会

委 員 長 益田富啓

古賀靖子

委　員 田中一成・深町敏生

山田貴大・德永卓也副委員長

次回定例会

12月4日（木）~12日（金）

12月４日（木）
一般質問

議会事務局
0944-32-1249☎

お問い合わせ先

　
私
事
、
議
会
初
日
の
一
般

質
問
中
に
倒
れ
、
議
会
関
係

者
や
町
民
の
皆
様
並
び
に

木
佐
木
小
学
校
の
児
童
、
先

生
に
も
授
業
の
妨
げ
と

な
っ
た
こ
と
に
心
苦
し
く

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
私
は
、
そ
の
日
の
出
来
事

や
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
で
の
搬

送
な
ど
記
憶
に
な
く
、
退
院

後
、
会
う
方
か
ら
「
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
の
乗
り
心
地
は
」

と
聞
か
れ
ま
す
。

　
後
遺
症
も
な
く
こ
の
世
に

着
地
で
き
た
こ
と
を
感
謝

し
、
議
員（
広
報
）活
動
に
一

層
邁
進
し
て
参
り
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　   （
深
町
）

　

大
木
町
議
会
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
議
会

活
動
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
き
、
ご
意

見
を
広
く
反
映
さ
せ
る
た
め
「
議
会
モ
ニ

タ
ー
」
を
募
集
し
ま
す
。

　

議
会
モ
ニ
タ
ー
は
、
議
会
を
傍
聴
し
た
り
、

ア
ン
ケ
ー
ト
や
意
見
交
換
会
を
通
じ
て
、
議
会

運
営
に
対
す
る
ご
意
見
・
ご
提
案
を
い
た
だ
く

役
割
を
担
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
議
会
を
も
っ

と
身
近
に
。
ぜ
ひ
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

【
募
集
人
数
】９
名

【
活
動
内
容
】

　
・定
例
会
や
委
員
会
の
傍
聴

　
・議
会
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答

　
・議
会
報
告
会
や
意
見
交
換
会
へ
の
参
加

　
・議
会
へ
の
提
言
や
意
見
提
出

【
謝
礼
】　
な
し

【
応
募
資
格
】

　
大
木
町
に
住
民
票
を
有
し
て
在
住
し
て
い
る

　
18
歳
以
上
の
方

【
任
期
】２
年
間

　
　
　
（
令
和
８
年
２
月
〜
令
和
10
年
１
月
）

【
募
集
期
間
】

　
令
和
７
年
10
月
24
日（
金
）〜

　
12
月
19
日（
金
）

【
お
問
い
合
わ
せ・申
込
先
】

　
大
木
町
議
会
事
務
局　

編 集
後 記

議会モニターを募集します！

生中継では議員さんの資料を
見ることができません。（傍聴
ではモニターで見ることがで
きます。）
資料があれば、一般質問の内
容がより分かりやすくなりま
す。資料等を請求することは
できますか。

数年前、愛知県で課外活動後
の熱中症による死亡事故が小
学校で発生しました。
猛暑フレイルと言われたよう
に、子供たちが身体を動かす
時間が奪われています。学校
体育館への空調設備は早急に
検討していただきたいと思い
ます。

役場職員が書類を見られてずっと
発言されていたので、お顔がわかり
ませんでした。どなたに向かって発
言されてあるのでしょうか。

町議会の関心を集
めるためには、一
般質問の開催日を
日曜日にしてもよ
いのではないか。

一般質問の開始時間が事前
に町議会ネット内でアップさ
れていた予定時間よりも30分
以上早く始まり、肩透かしにあ
ったようで残念であった。


